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注目し、OpenACC を CUDA に変換するソース変換コンパイラを研究開発した。CUDA に変換することで
NVIDIAならでは最適化を利用し高性能化ができること示した。また、このコンパイラは同様なソース
変換のアプローチで OpenCL に変換し PEZY-SC にも対応した。次に、アクセラレータを持つ並列シス




るアクセラレータ間の coarray 通信の提案および通信指示文と coarray の実装を NVIDIA GPU と
PEZY-SC 向けを行い、複数のベンチマークやアプリケーションで評価を行った。グローバルビューモ
デルでは逐次コードに指示文を加えるのみで簡易に記述できること示し、ローカルビューモデル用い
た場合は coarray による配列代入文形式で簡易に柔軟な通信を記述できることを示した。 
 












 次に、OpenACC と PGAS(Partitioned Global Address Space)モデルに基づく指示文仕様である
XcalableMP を統合したプログラミングモデル XcalableACC(XACC)のコンパイラを研究開発した。な
お、XcalableACC の仕様策定については、JST の CREST プロジェクトで行われ、著者もその設計につ












平成 30年 2月 5日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、著
者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全員
によって、合格と判定された。 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める。 
 
